
アセスメントとサポートブック
～こどもを知る～

こども発達支援センターmum
保護者向け勉強会
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本日の予定

１．アセスメントについて

２．『はーと♡』について
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１．アセスメントから支援へ

得意なことを活かして、苦手なことを補うために



アセスメントの種類

• フォーマルな評価

新版K式発達検査、WISC-Ⅳ、ＰＥＰ-３などの
標準化された検査から能力や状態を把握

• インフォーマルな評価

暮らしの中で活動の様子や行動を観察し、

能力や状態を把握
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アセスメント（評価）とは

•本人のことを理解すること
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情報収集 分析 理解

得意・苦手
好き・嫌い
興味・関心
など

どうして？
もしかしたら…
こうしてみたら…

能力や状態を
知る



アセスメントの目的
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•持っている能力や可能性を明らかにする

•周囲の人との共通理解

本人に合った関わりへと導く



アセスメントから支援を考える

・できること、できそうなことから取り組む

・得意なことを活かし、苦手なことを補う

・理解のレベルに合わせて「分かる」ようにする

例）嫌なことや分からないときの「表現」を教える

見通しを持てるようにする



アセスメントと支援の関係

•目の前の状況と持っている情報を紐づけ
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①状況
（着替えを嫌がる）

②情報
（したいことがある/感覚過敏/
嫌なことがある/自分でしたい
/見通しがほしい等

③ ≪①②≫から
分析

④支援

根拠をもって
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一緒に考えてみましょう

日常生活の例を参考に
アセスメントをしてみましょう



切り替え

ごはんだから
片付けてね！

なかなか遊びを終えられない

どこに直したらいいか分からない？
どうなれば、終りなのか分かりにくい？
次、いつ遊べるかの見通しが立たない？
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遊びが
終われない

片付ける場所・
終わりを明確にする・
見通しを持つ



出掛けるから
クツはいてね

言葉だけではイメージしにくい？

理解

なかなか準備に取り掛かれない



どうしたらよいか
分からない

実物を見せて伝える
行先写真を見せる



・具体物で分かる

・写真でわかる

・絵で分かる

・ことばで分かる

ボール、
コップ、
スプーン



投げることで拒否を伝えている？
何て伝えたらよいか分からない？

表現



投げる
何と言ったらいいか

どうしたらよいかを伝える

いりません



コミュニケーションのアセスメントのポイント

• 何のために、どんな意図で表現しているのか
（要求、注意喚起、拒否等）

• どんな場面で、きっかけ
（暇な時間、初めての場所等）

• 誰に対して
（大人、子ども、男性、女性等）

• どんな方法が分かりやすいか
（言葉、文字、身振り、絵等）



アセスメントのポイント

• 情報を集める
※行動や様子を観察することも大切

• 子どもの立場に立って考える
• 客観的な視点で考える
• 具体的な状況を確認し、多面的に分析

アセスメントは支援のスタート
お子さん一人ひとりに合った方法を、

考えていきましょう！



２．サポートブック『はーと♡』
について



サポートブックとは？

①つづる こどもの様子や支援を受けた内容など

をつづります

②伝える 関係機関に見せることで、子どもの情

報を整理してわかりやすく伝えること

ができる

③つなぐ 乳幼児期から成人期までのライフス

テージで途切れることなく一貫した支

援を受けられるように活用することが

できる
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『はーと♡』とは？

• 細やかな配慮を必要とする子どもの

成長の様子、思い出、関わり方などを

ご家族・支援者・先生などが記入して記録。
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子どものための

オリジナルの記録ファイル!!!



『はーと♡』とは？

• 子どものことを理解してもらうために活用。
• 家族、本人、支援者、関係機関を繋ぐための
ツールとして活用。
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連続性のある一貫したサポートを
受けることに繋がる。



『はーと♡』とは？

• 市のＨＰからもダウンロード可能
http://www.city.kawachinagano.lg.jp/

ダウンロードができるページのいきかた

① 『河内長野市ホームページ』検索

② 各課の情報 クリック

③ 保健福祉部 の 障がい福祉課 クリック

④ 手続き案内 の サポートブック「はーと」 クリック
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『はーと♡』の使い方

• 新たに、関係機関との関わりが始まる時
• 成長の記録や支援内容などを詳しく伝えること
が必要になったとき

例えば・・・

・入学、入園、進級

・一時保育の利用、福祉サービスの利用 など
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サポートブックを使うのはどんなとき？

生まれたときからの記録は、入園・入学後の先
生たちの理解につながる

場面に応じて必要なページを取り外して伝える
ことも可能
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☆支援者や先生に渡す
☆はーとの本体は、返却してもらい、保護者が
保管する



小学校へ入学 通常学級

支援学級

通級
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地域資源

地
域
の
小
学
校

支
援
学
校



『はーと♡』を使うメリット
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『はーと♡』を使うメリット①
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『はーと♡』を使うメリット②
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『はーと♡』を使うメリット③
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『はーと♡』を使うメリット④
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安心・安定



『はーと♡』の役割

相談支援

事業所

事業所
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『はーと♡』の
中身を紹介！

33



基本セット
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•本人の紹介
•名前の由来
•家族構成
•生い立ち（母子手帳などを参考に）
•年表（通っていた場所、エピソードなど）
•私を中心とした生活マップ
•生活の記録
•相談、受診、検査などの記録



≪記入の時期≫

• 生活状況が変化
例：新たな支援が

始まる時

引っ越しをした時

• 年に1回、月を決めて
例：学年が変わる時

誕生月
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≪分かること≫

• 生活のパターン
睡眠リズム、

食事の間隔

医療的なケアの

頻度など

• 通っている場所
放課後等デイ、

習い事、病院、

訓練、保育所、

幼稚園 など
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☆その都度、少しだけ話したことでも書こう！

☆書面で貰った場合は一緒に綴じましょう！

保健センターでの相談

病院での検査結果

ｍｕｍでの相談



この頃の本人の様子（ 歳）

こんなことが好き⇒例：キャラクター、食べ物、感触、音楽、場所・・・

☆好きなこと・得意なことを知ってもらえると・・・
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支援者や先生が、子どもと関わるときに

きっかけを作りやすい！！



この頃の本人の様子（ 歳）

こんなことは嫌い⇒水、砂、初めての場所、初体験のこと
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☆嫌いなこと・苦手なことを知ってもらえると・・・

事前に配慮しやすくなります！！
子どもが自分で伝えられないことを

保護者の方が代弁するページです



家族の思い（ 歳）

• 思い出のできごと
行事、初めての出来事、入院等

• 成長したこと
オムツがとれた、自転車に乗れた等

• 子どもへの願い
こんなことができるといいな

こんな子に育ってほしいな等

40



• 保護者が知っ
ている関わり方
のコツを支援者
に伝える

• 子どもは日々
成長しているの
で更新が必要
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42

保護者から へ伝えたいこと
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緊急連絡先、生育歴、診断
名や特性、本人の希望、保
護者の希望、配慮をお願い
したいこと、先生からのメッ
セージ等

• 項目を自由に変えて、伝えたいことを1枚に。

いちまいシート



医療編

• アレルギーの記録

• 定期的に受けている医療や処置

• 診断、大きな病気、ケガなど

• 特に気を付けてもらいたい症状

• 服薬の記録
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福祉支援の記録

•身体障がい者手帳

•療育手帳

•精神障がい者保健福祉手帳

•医療助成

•手当、障がい年金
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サービス利用の記録

• 障がい児通所、入所支援

• 障がい福祉サービスなど

2021/3/3

☆利用している支援の内容が分かるので
決定通知書も一緒に綴じておきましょう。



将来の暮らしプラン
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• 学校卒業時などに、将来のプランについて記入

• 福祉サービスなどの支援計画も一緒に綴じる
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園・学校の先生が

助かるシート



• 私を中心とした生活マップ

どんな機関を利用しているかなどが分かるため

• 支援のヒント集
その場での対応方法が分かるため

• 医学的な情報
事前に対応方法などが分かるため
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作成するポイント



書き方のポイント①

• 読む人の立場になって作成する

• 書きやすい項目、相手に伝えたい項目から
記入する

• 成長に合わせて書き換えたり、書き足す

• 診断書や検査結果、個別支援計画書など、
支援内容がわかるものもとじる

• 園や小学校での様子など、わからない内容
は先生や支援者に相談する
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• 全てのページを記入しなくてもよい
• 今、必要ないと感じるページは外してもよい
• どうサポートして欲しいか伝える
• 子どもにあった支援やかかわり方を記入する
• 支援者や先生の思いも書いてもらうとよい
• 保護者同士で話しながら記入してもよい
• ｍｕｍのスタッフにも質問してくださいね☆
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書き方のポイント②



お疲れ様でした
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